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寒
い
冬
は
牡

蠣
が
お
い
し

い
。
妻
は
こ
の

冬
、
す
で
に
３

度
も
仲
間
と
牡
蠣
パ
ー
テ
ィ

ー
に
出
か
け
た
。昔
、ハ
ワ
イ

旅
行
で
海
鮮
料
理
店
に
入
っ

た
。
私
の
オ
ー
ダ
ー
は
海
老

だ
っ
た
。
外
国
で
は
量
が
多

い
の
で
、
一
品
し
か
頼
ま
な

い
。妻
の
オ
ー
ダ
ー
は
多
い
。

　

食
べ
ら
れ
る
の
か
と
案
じ

て
い
た
ら
、「
も
う
食
べ
ら

れ
へ
ん
」
と
最
後
の
一
皿
の

牡
蠣
を
勧
め
て
き
た
。
人
の

分
ま
で
オ
ー
ダ
ー
す
る
い
つ

も
の
悪
癖
で
あ
る
。
私
が
断

る
と
、「
じ
ゃ
あ
残
す
よ
」

と
言
っ
た
。
残
す
と
か
、
捨

て
る
と
か
言
う
と
戦
前
生
ま

れ
の
私
は
無
理
に
で
も
食
べ

る
。「
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
守
備

隊
の
空
腹
を
思
え
」
と
戦
争

体
験
も
な
い
の
に
余
分
な
こ

と
を
言
う
場
合
も
あ
る
。

　

そ
の
夜
、
大
下
痢
を
し

た
。
原
因
は
か
の
馬
鹿
で
か

い
牡
蠣
以
外
な
い
。
用
意
し

て
い
た
抗
生
物
質
と
消
炎
酵

素
材
を
通
常
患
者
に
処
方
す

る
倍
の
量
を
飲
ん
で
、
翌
夕

方
ま
で
寝
込
ん
で
い
た
。
牡

蠣
は
怖
い
。
そ
の
後
、
私
は

口
に
し
た
こ
と
が
な
い
。

　

妻
は
牡
蠣
パ
ー
テ
ィ
ー
に

私
を
誘
わ
な
い
。
こ
の
深
謀

遠
慮
は
政
治
家
に
求
め
ら
れ

る
素
質
で
な
か
ろ
う
か
。

こ
と
に
な
る
。

　

あ
る
透
析
患
者
は
医
療
機

関
で
の
１
カ
月
の
支
払
い
額

が
１
０
０
０
円
か
ら
８
０
０

０
円
程
度
に
増
え
る
と
し
、

「
こ
れ
で
は
受
診
で
き
な
く

な
る
」
と
の
悲
痛
な
声
を
上

げ
て
い
る
。

　

協
会
で
は
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
福
祉
医
療
改
悪
反

対
署
名
へ
の
更
な
る
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

◇

　

署
名
は
２
月
15
日
ま
で
に

協
会
へ
ご
返
送
を
お
願
い
し

ま
す
。

ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
）
を
示
す
の
が
生

活
保
護
基
準
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
生
活
保
護
基
準
は
、
最
低
賃

金
、
地
方
税
非
課
税
基
準
（
こ
れ
と

連
動
す
る
保
育
料
、
医
療
費
や
介
護

保
険
の
自
己
負
担
限
度
額
等
）、
国

民
健
康
保
険
料
・
一
部
負
担
金
の
減

免
、
就
学
援
助
（
義
務
教
育
の
給
食

費
、
修
学
旅
行
費
等
の
援
助
）
等
の

各
種
低
所
得
者
向
け
の
基
準
と
連
動

し
て
い
る
。

前
例
の
な
い
規
模

　

生
活
保
護
制
度
が
社
会
保
障
費
削

減
の
突
破
口
と
さ
れ
た
の
は
、
こ
の

よ
う
に
生
存
権
保
障
の
岩
盤
を
な
す

制
度
で
あ
り
、
こ
こ
を
切
り
崩
せ

ば
、
そ
の
上
に
あ
る
諸
制
度
も
崩
し

や
す
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
、
実
際
、
生
活
保
護
に
続
い
て
、

年
金
、
介
護
、
医
療
と
あ
ら
ゆ
る
社

会
保
障
分
野
で
給
付
削
減
の
オ
ン
パ

レ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
は
ご
承
知
の
と

お
り
で
あ
る
。
憲
法
25
条
の
生
存
権

保
障
が
骨
抜
き
に
さ
れ
か
か
っ
て
い

る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

　

冒
頭
に
述
べ
た
前
例
の
な
い
生
活

保
護
基
準
の
引
き
下
げ
に
対
し
、
現

在
、
全
国
28
都
道
府
県
で
９
０
０
人

を
超
え
る
当
事
者
が
違
憲
訴
訟
を
提

起
し
て
お
り
、
こ
こ
大
阪
で
も
49
人

の
原
告
が
裁
判
を
闘
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
生
活
保
護
に
関
す
る
訴
訟
と
し

て
も
前
例
の
な
い
規
模
で
あ
る
。
こ

れ
だ
け
の
人
々
が
立
ち
上
が
っ
た
の

は
、
今
回
の
引
き
下
げ
が
規
模
の
点

で
も
理
屈
の
点
で
も
余
り
に
滅
茶
苦

茶
だ
か
ら
だ
。
私
た
ち
弁
護
団
は
、

生
活
保
護
制
度
を
ま
も
る
こ
と
は
、

生
存
権
保
障
の
空
洞
化
を
防
ぎ
、
他

の
社
会
保
障
制
度
削
減
の
防
波
堤
に

も
な
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
裁
判

と
生
活
保
護
制
度
に
関
す
る
理
解
が

少
し
で
も
深
ま
る
こ
と
を
願
い
、
詳

し
く
は
、
こ
れ
か
ら
の
連
載
で
明
ら

か
に
し
て
い
き
た
い
。 

（
つ
づ
く
）

 

（
弁
護
士
・
小
久
保
哲
郎
）

◇

　

２
０
１
３
年
８
月
か
ら
３
回
に
分

け
て
史
上
最
大
（
平
均
６
・
５
％
、

最
大
10
％
、
総
額
６
７
０
億
円
）
の

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
が
行
わ
れ

た
。
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
人

に
は
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
だ

が
実
は
そ
う
で
は
な
い
。

　

12
年
８
月
、「
自
立
を
家
族
相
互
、

国
民
相
互
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
を

通
じ
て
支
援
し
て
い
く
」
と
し
て
自

己
責
任
を
強
調
し
、「
社
会
保
障
給

付
の
重
点
化
、
制
度
運
営
の
効
率
化

を
通
じ
て
負
担
の
増
大
を
抑
制
」
す

る
と
し
て
社
会
保
障
給
付
の
抑
制
方

針
を
明
記
し
た
「
社
会
保
障
制
度
改

革
推
進
法
」
と
い
う
法
律
が
成
立
し

た
。
そ
の
附
則
の
２
条
に
は
、「
給

付
水
準
の
適
正
化
」
等
の
「
生
活
保

護
制
度
の
見
直
し
」
が
規
定
さ
れ
て

お
り
、
社
会
保
障
費
削
減
の
最
初
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
生
活
保
護
制
度

が
や
り
玉
に
あ
げ
ら
れ
た
。

　

憲
法
25
条
１
項
は
、「
す
べ
て
国

民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」
と

し
て
生
存
権
を
保
障
し
て
い
る
。
こ

の
生
存
権
保
障
を
具
体
化
し
、
わ
が

国
に
お
け
る
「
健
康
で
文
化
的
な
最

低
限
度
の
生
活
」
の
水
準
（
ナ
シ
ョ

　

安
倍
政
権
に
よ
る
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ

に
対
し
、
全
国
の
保
護
利
用
者
が
原
告
と
な
っ
て

国
に
引
き
下
げ
撤
回
と
賠
償
を
求
め
て
た
た
か
っ

て
い
る
。
訴
訟
を
支
援
す
る
弁
護
士
ら
に
裁
判
の

意
義
や
目
的
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

な
署
名
運
動
を
展
開
。
同
制

度
の
存
続
・
拡
充
を
願
う
約

２
万
人
分
の
署
名
（
１
月
現

在
）
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

受
診
で
き
な
い

　

こ
の
ま
ま
改
悪
が
実
行
さ

れ
れ
ば
、
受
診
機
会
の
多
い

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
難
病

者
の
負
担
は
大
幅
に
増
え
る

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の

改
悪
に
反
対
し
、
改
善
を
訴

え
よ
う
と
協
会
や
障
が
い
者

団
体
、
婦
人
団
体
な
ど
府
内

の
市
民
団
体
で
つ
く
る
実
行

委
員
会
は
府
民
集
会
を
２
月

19
日
、
阿
倍
野
区
民
セ
ン
タ

ー
で
開
く
。

　

新
宅
雅
文
監
事
が
14
日
、
逝
去
し

た
。
享
年
80
歳
。

　

新
宅
氏
は
、
大
阪
歯
科
大
学
を
卒

業
後
、
河
内
長
野
市
で
開
業
。
長
年

に
わ
た
っ
て
地
域
医
療
の
発
展
に
貢

献
し
た
。

　

２
０
０
５
年
か
ら
13
年
ま
で
評
議

員
を
４
期
務
め
、
05
〜
09
年
に
評
議

員
会
副
議
長
、
09
〜
13
年
に
同
議
長

を
歴
任
。
退
任
後
の
13
年
か
ら
は
南

河
内
地
区
役
員
、
14
年
か
ら
は
監
事

を
務
め
る
な
ど
、
協
会
の
運
営
に
尽

力
し
た
。

　

関
西
学
院
大
学
教
授
の
冨

田
宏
治
氏
が
「
カ
ジ
ノ
よ
り

福
祉
に
！
住
民
投
票
か
ら
始

ま
っ
た
市
民
共
闘
の
こ
れ
か

ら
」
と
題
し
て
記
念
講
演
す

る
。

　

協
会
は
多
く
の
会
員
の
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

府
は
17
年
度
に
向
け
て
、

福
祉
医
療
費
助
成
の
患
者
負

担
の
見
直
し
を
検
討
し
て
き

た
。
助
成
対
象
を
重
度
精
神

障
が
い
者
ら
に
広
げ
る
一
方

で
、
①
老
人
助
成
を
廃
止
②

乳
幼
児
、
ひ
と
り
親
、
障
が

い
者
の
同
一
医
療
機
関
で
の

負
担
上
限
を
廃
止
③
１
カ
月

の
窓
口
負
担
の
上
限
を
４
５

０
０
円
程
度
に
引
き
上
げ

（
超
過
分
は
申
請
を
し
て
償

還
払
い
）
④
薬
局
で
の
新
た

な
窓
口
負
担
を
導
入
―
―
を

議
論
。
２
月
議
会
へ
の
上
程

を
狙
っ
て
い
る
。

署
名
２
万
人
分

　

協
会
や
障
が
い
者
団
体
、

婦
人
団
体
な
ど
多
く
の
市
民

団
体
は
改
悪
の
撤
回
を
求

め
、
昨
年
11
月
か
ら
大
規
模

　

協
会
や
住
民
の
要
請
を
受

け
、
堺
市
議
会
で
２
０
１
６

年
12
月
20
日
に
採
択
さ
れ
た

意
見
書
で
は
、
府
の
見
直
し

に
つ
い
て
「
国
に
よ
る
患
者

負
担
引
き
上
げ
の
中
で
、
さ

ら
に
府
民
に
追
い
打
ち
を
か

け
る
も
の
で
あ
る
」
と
批

判
。「
全
て
の
子
ど
も
・
府

民
が
安
心
し
て
医
療
機
関
を

受
診
で
き
る
よ
う
、
制
度
の

拡
充
こ
そ
が
い
ま
求
め
ら
れ

て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

　

意
見
書
は
枚
方
市
や
茨
木

市
、
松
原
市
、
高
石
市
、
泉

大
津
市
、
和
泉
市
、
泉
佐
野

市
で
も
採
択
さ
れ
た
。

　

協
会
は
、
福
祉
医
療
費

助
成
制
度
の
改
悪
撤
回
を

求
め
る
署
名
へ
の
協
力
を

呼
び
か
け
よ
う
と
14
日
、

理
事
会
前
に
難
波
・
千
日

前
通
り
で
宣
伝
に
取
り
組

ん
だ
（
写
真
）。
小
雪
が

舞
う
厳
し
い
寒
さ
の
な

か
、
小
澤
理
事
長
ら
役
員

・
事
務
局
員
26
人
が
参
加

し
た
。

　

協
会
の
訴
え
に
耳
を
傾

け
て
い
た
男
性
は
、
松
井

府
政
が
負
担
増
を
進
め
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
絶

対
許
せ
な
い
」
と
述
べ
、

署
名
に
応
じ
た
。

今日の数字

1401億円
　来年度予算案の医療・介護分
野の抑制額。軍事費増の一方
で、社会保障の後退が顕著に。

各地で訴訟を支援する会
が結成　　　　　　　　

府が検討する患者負担増の内容
改悪許せない
理事会前に宣伝

現　行 見直し案

窓口負担 １日
500円 現行維持

調剤薬局
での負担 負担なし １日

500円

同一医療
機関での
負担上限

１カ月
1000円

月額上限を
撤廃

１カ月の
負担上限 2500円 4500円

程度

近
畿
厚
生
局
・
各
種
名
簿
な
ど
で
情
報
を
取
得
し
、
未
入
会
の
先
生
に
本
紙
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
郵
送
停

止
を
ご
希
望
の
方
は
当
協
会
事
務
局
（
℡   

06-

６
５
６
８-

７
７
３
１
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
阪
府
が
検
討
し
て
い
る
福
祉
医
療
費
助
成

制
度
の
改
悪
に
対
し
、
堺
市
や
枚
方
市
な
ど
８

市
が
反
対
・
中
止
を
求
め
る
意
見
書
を
昨
年
末

ま
で
に
採
択
し
た
。同
制
度
の
存
続
・
拡
充
を
願

う
住
民
の
声
を
受
け
、
地
方
議
会
か
ら
も
府
に

「
待
っ
た
」
を
か
け
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

府医療助成府医療助成福
祉
医
療

堺市など８市が府に意見書堺市など８市が府に意見書

社会保障費削減の防波堤

生
活
保
護
裁
判
の
行
方

生
活
保
護
裁
判
の
行
方

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
１

２
月
19
日
に
府
民
大
集
会

カ
ジ
ノ
よ
り
福
祉
拡
充
を

新
宅
雅
文
監
事
が
逝
去

負
担
増
に

負
担
増
に
「
待
っ
た
」

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

Ｐ
Ｒ
増
刷
号
今
号
は
大
阪
府
下
の
全
歯
科
開
業
医
の
先
生
に
お
送
り
し
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
協
会
へ
の
ご
入
会
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。


